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特集
震災 忘れられない、忘れては

いけない　　

岩手県支部代表　　小野寺彦宏

現地からの報告・岩手県

人々のきずなと生業の復興が課題

12mのかさ上げ地にオープンした中心商店街

　県内で最も被害の大きかった陸前高田市は、震災
前の様相を一変して、中心市街地をかさ上げした広
大な台地に、商業施設がオープンしました。コミュ
ニティ図書館を中心にすえ、３つの店舗が商店街の
核店舗としてスタートして１年を迎えようとしてい
ます。
　公営災害住宅は、計画の890戸が完成し、すでに
入居を終えています。高台に自力建設する土地の造
成も土地の区画整理が進み、最終2018年度で住宅建
設の見通しが出てきました。国の震災復興支援の期
限、2020年度内の完成を目指して、陸前高田市は
今、市庁舎建設に取り組んでいます。震災７年を経
て、失われた住まいや商業施設も整い、公共施設も
震災前の建物が再建されます。
　しかし災害公営住宅は、入居は７割にとどまり、
造成した土地も５割が建設の見通しがないという状

況です。また、中心市街地に出店を予定している個
人商店も、「人口が激減したこの街で商売が成り立
つだろうか」と不安を抱えています。
　東日本大震災は、大切な命と財産を奪っただけで
なく、人々のきずなと生業も奪い、この復興こそが
被災地のこれからの出口の見えない課題です。

　東日本大震災・原発事故から７年が経ちました。当たり前の生活を取り戻すことす
ら大変な状況が続く中で、今回の報告からも認知症の人と家族がどれほどの困難をし
のいでいるかが想像できます。その中でも、原発事故後の福島県の報告には胸が痛み
ます。

～３・11東日本大震災・原発事故から７年
災害の記憶
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福島県支部代表　　佐藤　和子

現地からの報告・福島県

福島県民の犠牲を無駄にしないで！

避難指示が解除された飯舘村の汚染
土壌保管現場（2018年２月11日現
在）。今もフレコンバックが堆く積
み上げられ、 近くの放射線量は
0.457μシーベルト（年換算で4ミリ
シーベルト＝限度値の４倍）を記録

宮城県支部代表　　佐藤　年夫

現地からの報告・宮城県

求められる被災者の生活の安定

東部道路の津波避難階段

　震災・原発事故から７年。避難生活を送っている
人はおおよそ８万人。避難生活によるストレスなど
で死亡した「関連死」は、2，211人（2018年２月26
日現在）。昨年より70人以上も増加しています。
　仮設住宅では住民の減少、災害公営住宅では生活
環境の変化、いずれもコミュニティをどう維持する
かが大きな課題になっています。避難生活の長期化
は避難先での定着が進み、避難指示解除がされたど
の市町村も、避難前の人口の１割～２割程度しか戻
ってきていません。子どもは戻らず、戻ってきてい
るのは高齢者ばかり。「町の文化や伝統を継承する
世代がいなくなる」と、伝承文化を必死で守ってき
た人たちは不安を募らせています。
　荒れてしまった田んぼには、放射能汚染土が入っ
た黒い袋「フレコンバック」が今もところ狭しと埋
め尽くしています。県内各地の仮置き場は、今も
1，100ヵ所、住宅の庭先・学校などに保管されてい
るのが14万6，000ヵ所（2016年９月現在）と住民の
生活圏内での除染廃棄物の保管が続いています。

　最近、「２月７日、福島第一原発で汚染水処理が
停止。装置変圧器に異常か、変圧器内を調べたとこ
ろ火花が出ていた」と新聞報道がありました。「原
発事故初」―この文字を６年間、数えきれないほど
目に留め、暮らしてしてきました。
　「原発事故は収束していない」。生業も故郷の自
然も失われたままです。
　原発再稼働は福島県民の心を傷つけています。福
島県民の多くの犠牲を無駄にしています。

１　災害後の復興状況
　県の震災復興計画は、2017年度は再生期の最終年
度になり、災害公営住宅や宅地造成等の基盤整備が
進んでいますが、県内には未だに仮設住宅に入居し
ている方が１万人近くにも昇り、不便な生活を強い
られています。
　一方、仙台市の津波に襲われた沿岸部は、住まい
の再建事業が完了し、海岸公園やかさ上げ道路など
の整備が進められています。
２　行政や世の中の人に伝えたいこと
（１）県内の災害公営住宅の完成率は93％です。生
活の不便を強いられる仮設住宅の解消のため、早
期の完成が望まれています。
（２）仙台市では、災害時の要援護者（認知症の人
や障害者など、支援を必要とする方）に対して、
地域の支援対策を進めていますが、①地域の福祉
避難所がどこにあるのかわからない、②市から渡
される「要援護者リスト」は内容が不十分で災害
時にはすぐには活用できない、③地域の避難訓練

は要援護者も含めた実施までには至っていない―
などの状況が見られます。このため、行政や地域
団体の実効ある対策が求められています。

（３）仙台市の沿岸部には、高速道路（仙台東部道
路）があります。震災発生時、この一帯には高台
がないため、住民やお年寄りは、必死にこの道路
によじ登り、津波から救われました。その後、津
波の避難階段が整備されましたが、その場所が一
般道から分かりにくいため、地域住民から改善が
求められています。

（４）津波の被災地から県外に避難した避難者の７
割は、地元での仕事の確保の難しさや再建の資金

不足等により帰
郷の予定はな
く、避難先での
生活の安定や帰
郷のための支援
対策が求められ
ています。
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顧　問　早川　一光

三宅先生の死を悼む

「逝
ゆくもの

者は斯
か

くのごときかな、昼
ちゅう

夜
や

を舎
お

かず」
� （論語子罕）

　早すぎもせず、遅すぎもせず。
　君の足跡は、静かな幕開けをもって始まり、静
かな終わりをもって、消えた。
　見事な人生の一生を、私に教えてくれた。
　ありがとう、三宅先生。

　2018年１月13日に亡くなられた三宅貴夫先生（享年
72歳）に、ゆかりの深かった皆さんに追悼文を寄せてい
ただきました。2005年に顧問に退かれて以降、「家族の
会」として先生に親しく接する機会に恵まれませんでし
た。その意味で、昨年暮れ、鈴木代表がお会いし、言葉を
交わし、その思いに直接触れることができたことは、先生
も喜んでくださり、「家族の会」にとってもとても嬉しい
ことでした。その直後の訃報であっただけに、残念でなり
ません。先生、寄せられた皆さんの思いを受け止めていた
だき、今後も「家族の会」を温かく見守ってください。

顧　問　中村　重信

三宅先生、ご苦労さん

　「Yoshio Miyakeはどう考えているのか？」―
昨年の国際会議を準備中、外国からよく尋ねられ
た。三宅先生のご尽力により、「家族の会」が国
際アルツハイマー病協会に参加し、日本の認知症
介護状況を紹介して、国際会議を日本に招致して
頂きました。私は、1997年のヘルシンキの第13回
国際会議を、三宅先生ご夫妻と一緒に楽しみまし
た。2003年の第19回国際会議の時も、三宅先生ご
夫妻を囲んでマイアミで楽しく歓談しました。何
といっても、2004年の国際会議に三宅先生が払わ
れた献身的なご努力は、並々ならぬものでした。
国際会議の経験の浅い「家族の会」の人たちを指
導され、日本での会議を素晴らしいものにされま
した。そのご業績は「家族の会」の会員のみなら
ず、外国の方々にも高く評価されており、冒頭のよ
うな言葉が出たものと思われます。昨年の国際会
議でも、ご一緒していただきたくお電話をして、抄
録の査読などをお願いしました。そのようにして
培われた三宅先生のお力を、今こそ高齢者の方々
のために使っていただきたいと願っていたところ
でした。しかし、ご逝去のため叶わなかったこと
は、認知症の問題で困っている今の日本にとって
大変残念に思います。安らかにお休みください。

三宅貴夫顧問
を偲んで

Ａ
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Ｉ
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際
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と
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２
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５
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３
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、
組
織
委
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会
）

ノリ・グラハムADI前議長（左）らと笑顔で
歓談（2004年10月、国際会議パーティー）

2004年６月総会
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顧　問　髙見　国生

三宅さん、ありがとう

　三宅貴夫さんと出会っていなかったら、私の人
生は違っていただろう。1979年の夏、失禁となん
でも食べる養母の介護に疲れ果て、「何とかなら
ないか」という思いで三宅さんに相談した。その
日のうちに養母をみに来てくれて、失禁まみれの
養母が差し出したみかんの一袋を何のためらいも
なく食べた。この医者は本物だと思った。そして
「大変ですね」と言ってくれた。初めて私たちの
苦労を知ってくれる人に出会ったと思えた。勇気
が湧いた。もう少し頑張ってみようかと思った。
　その日から三宅さんとともにわが国初の「家族
の会」の結成から活動の展開へと進んだ。ともに
30代の青年だった。この活動は時代を先取りし、
世のため人のためになることだと心が躍った。
　彼は社交的ではなかったがその分、考えを曲げ
ずひたすら活動に取り組んでくれた。調査や研究
も先見の明があり、社会をリードした。全国研究
集会も彼の発想で始まった。会報の発行と継続に
も力を発揮した。2004年の国際会議は言わずもが
なである。
　三宅さんが副代表退任後は疎遠になっていた
が、私も顧問になって対等の立場になった。旧交
を暖めてもう一度、二人で何かができないかと思
っていたが、叶わなかった。三宅さん、いろいろ
とありがとう。さようなら。

元理事・元「家族の会」滋賀県支部代表　猿山由美子

三宅先生を偲んで

　三宅先生とのおつきあいは、40年にもなりま
す。滋賀県支部の結成を依頼されての10年、本部
組織の充実のための10年、国際会議への参加と日
本開催までの10年、そして病を得た妻の介護をサ
ポートする10年でしょうか。「家族の会」から離
れてしまわれた最後の10年を振りかえって、偲ん
でみたいと思います。
　奥様の病は、脳症による記憶障害から始まりま
した。アルツハイマー型認知症によく似ているよ
うでしたが、日によりとても正常な日もあり、病
名は定かではありませんでした。奥様の２回目の
骨折入院時から尿意、便意を失い、介護も手をや
く大変なものになっていったと思います。私は最
初、奥様の友人であった草津市の二人と三人でお
見舞いに行ったのです。
　先生が一人で介護するのは大変ですし、奥様も
喜んでくださるからと１ヵ月に１回、手作りラン
チを持って訪問するようになったのです。それか
ら８年も続いた訳ですが、先生の心臓の手術での
入院もありました。その時の保証人は猿山でし
た。介護疲れ解消のためのショートを利用しよう
と、施設の見学訪問もご一緒しました。先生に介
護の疲れがみえてきて、もう限界ではないかと思
うころ、奥様が他界され、続いて先生もあの世に
旅立たれてしまいました。100回以上のランチの
つきあいは、濃密な時間だったと思います。私た
ちのお節介を喜んで受け入れてくださったこと
に、深く感謝しています。

国際アルツハイマー病協会議長　グレン・リーズ

先生との交友を名誉に思う

　ドクター三宅と長年にわたって親交を持てたことをとても名誉に
思います。亡くなられた奥様への愛情を込めた介護のこともお聞
きしていました。いろいろなご苦労にもかかわらず、ユーモアに
あふれたセンスの持ち主でした。オーストラリアアルツハイマー協
会設立当時の困難な時期に私を助けてくれたことを決して忘れま
せん。ドクター三宅は、広く豊かな精神で、世界をより良いものに
してくれた本当にすばらしい人でした。心より追悼の意を表します。

　「家族の会」からADIとアジア太平洋
事務局に訃報を伝えたところ、その直後
より、世界中からお悔みが次々と届きま
した。一つひとつには、追悼の言葉とと
もに、先生への尊敬と感謝、そして友情
が込められていました。これらを読み、
先生のご功績と海外に与えた影響の大き
さを改めて感じました。これまでに届い
た50通あまりの中から、特に親交の深
かった国際アルツハイマー協会（ADI）
のグレン・リーズ議長からのメッセージ
をご紹介させていただきます。
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情報
コーナー

本人交流の場
（詳細は各支部まで）

宮城◉4月5日・19日㈭10：30～15：00／
翼のつどい→泉区南光台市民センター
山形◉4月14日㈯13：00～15：00／置賜
のつどい・本人のつどい→置賜総合文化
センター2階
埼玉◉4月28日㈯11：00～14：30／若年

のつどい上尾→上尾プラザ22
千葉◉5月27日㈰13：00～15：30／若年・
本人のつどい→千葉県社会福祉センター
静岡◉5月8日㈫10：00～13：00／若年
性のつどい→富士市フィランセ西館
愛知◉4月7日㈯13：30～16：00／「元
気かい」→東海市しあわせ村
◦5月12日㈯13：30～16：00／「元気か
い」→東海市しあわせ村
広島◉4月7日㈯11：00～15：30／陽溜

まりの会東部→福山すこやかセンター
◦4月14日㈯11：00～15：30／陽溜まり
の会広島→お花見
◦4月21日㈯11：00～15：30／陽溜まり
の会北部→三次市十日市コミュニティー
センター
◦4月28日㈯11：00～15：30／陽溜まり
の会西部→廿日市市総合福祉センター
福岡◉4月4日㈬10：00～12：00／あま
やどりの会→福岡市市民福祉プラザ

　56歳の及川さん、病気がわかってからも、仕事を継
続し、２人の息子さんと奥様の４人暮らし。仕事の傍
ら、「記憶より記録」とデジカメ撮影や旅行を楽しま
れ、また、山形市で、『おれんじドア山形』を開催して
おられます。奥様がまとめてくださいました。
� （編集委員　松本律子）

及
おい

川
かわ

　昌
まさ

秀
ひで

さん
56歳・山形県支部

糖尿病＋若年性アルツハイマー病!!

　平成26年の春から症状があったようですが、
自覚がまったくないまま、妻の勧めで検査を受け
ました。糖尿病で１日２回のインスリン注射で血
糖値が不安定なせいか？と血糖値調整のための入
院も併せて、２回の入院検査の結果「若年性アル
ツハイマー病」と診断を受け、「えっ！どうして
自分が」と、何度も思い、暫くは立ち直ることが
できませんでした。

会社や同僚の理解のもと、仕事を継続

　家のローンが残っているので、会社を辞めさせ
られたら、これからの生活は？と、不安でした
が、会社からは「引き続き働いてほしい」との言
葉をいただき、本当に感謝しています。職場の同
僚にも、若年性アルツハイマー病になったことを

カメで撮っています。
　旅行が好きな私は、「ど
こどこに行きたいな～！」
と言うと、妻が手配して
連れて行ってくれるので、
今度はどこに行けるのか
楽しみにしています。
（まっ、私自身、言ったこ
とさえ忘れていますが･･･）

話し、現在は他の職場の人たちからも、目と声を
かけていただきながら働いています。

運転をやめても、楽しみをみつけて

　車の運転をやめたので、何か趣味をと、始めた
のがデジカメでの撮影です。会社への通勤時はも
ちろん、休日も妻が運転する隣に乗り、デジカメ
撮影を楽しんでいます。以前、『ぽ～れぽ～れ』
で沖縄の大城さんが「記憶より記録」と言った言
葉が、自分にもマッチしていると思い、沢山デジ

「おれんじドア山形」を定期開催

　また、私と同じ病気で不安になっている人のた
めに何かできたらと始めたのが、月１回第１土曜
日に山形市で開いている『おれんじドア山形』です。
　いつも参加している人たちとの楽しいひととき
が、私にとって張り合いになっています。

体調を整えて、定年までを目標に

　以前から疲れやすいのですが、２つの病気を持
っているので、仕方がないのかな?!と諦めていま
す。（とにかく早く寝るように努力はしている
が、疲れが取れない）体調を整えながら、定年ま
で働くことが今の目標です。
　車の運転ができなくても楽しいことは沢山あ
り、何よりも周りの人たちに助けていただきなが
ら生活していることに感謝しています。
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寝不足です
●千葉県　Ｄさん　60歳代　女性

70歳代の夫を、デイケア、デイサービスで
９時から午後３時半まで預かっていただける
間はホッとします。でも、すべてその場で記
憶がなくなってしまうので、気分が悪いと行
かないとガンということを聞きません。家に
いても趣味がないので、寝ることしかありま
せん。夜中に起こされ、私自身、寝不足で困
っております。

母の拒否が強くて困っています
●大阪府　Ａさん　40歳代　女性

70歳代の母は、１年前にアルツハイマー型
認知症と診断されました。介護しているのは
父で、長女の私は月に１回から２回、様子を
見に行っている状況です。介護認定がおり
て、デイサービスに通わせようと父と一緒に
自治体に相談しましたが、母の拒否が強く、
何もサービスを受けられないまま症状が悪化
している状態です。通院すらできていませ
ん。とにかく何らかの役に立つ情報が欲しく
て、「家族の会」に入会する次第です。

言い合える仲間がほしい
●神奈川県　Ｂさん　40歳代　女性

70歳代の父は、レビー小体型認知症と診断
されました。病気の父に対し、家族で共有し
たいのですが、母もうつ病のため、難しいで
す。主人は話を聞いてくれますが、一人っ子
の私にはもっと言い合える仲間もほしいで
す。家族に同じ病気の方がいる人と話したい
です。

●栃木県　Ｃさん　70歳代　女性

100歳に12日足りない義母を見送り、78歳
になったばかりの主人は突然、2015年11月の
夜、この世の生活のお別れとなりました。二
人とも認知症になっていました。今度は私が
バトンタッチしたようで、翌月にはMCIとの
診断を受け、薬を飲み始めました。５mgま
では良かったのですが、レミニール、リバス
タッチ、メマリーの３種とも10mgになると
吐き気が激しくなるので、今はサプリメント
を飲んでいます。
一人暮らしですが、皆さんに支えられて前
向きに明るく生きています。失敗はたくさん
ありますが、一人で注意し、ごめんなさいを
言ったりして楽しんでいます。この間は、物
忘れ外来で支払いを忘れ、事務員さんに「支
払いをお願いします」と言われてしまいまし
た。（笑）

失敗はあるけど、明るく生きています
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先の見えない介護
●茨城県　Ｅさん　60歳代　男性

60歳代の妻は昨年、前頭側頭型認知症と診
断されました。認知症がわかった時、家のお金を
全部使ってしまっていたので、年金のみで先の見
えない介護を始め、今後の生活が不安である。
妻との意思疎通はできなくなっており、こ
ちらの言うことはまったく聞かないので、手
におえない。義父母に家を用意したため、数
千万円の損失となり、妻の退職金は浪費でな
くなり、蓄えが10万円もない年金暮らしにな
ってしまっている。介護にはお金がかかり、
大変困っている。終日、目が離せない。

前を向いて歩いていこう
●大分県　Ｈさん　60歳代　女性

75歳の主人を５年、介護してきました。今
は鼻腔から胃ろうになり、施設に預けて１年
が経過しました。しばらくは家の中にポッカ
リ穴があいたようで、２日に一回は会いに行
っていました。資格をいかしてとグループホ
ームから声がかかり、午前中パートに出るよ
うにしました。
市報で「家族の会」を知り、３年前より入

会しています。いろいろお話を聞き、主人を
介護していた時のことを思い出し、もう少し
在宅介護を続けたかったという思いもありま
すが、施設の方の温かい対応に嬉しくて涙す
る時もあり、とても感謝しています。これか
らは残りの人生、前を向いて歩いていこうと
思っております。

笑いと歌を忘れずに
●新潟県　Ｉさん　80歳代　女性

早朝、オシッコ漏れでベッドも衣類も…。
全更衣でヘトヘト、でも、アハハ…です。
今、日々変身の真っ只中。介護に定説なし…
を身をもって知ることになり、時にボーゼ
ン！です。また、日をかえて、介護者自身の
心身のコンディションのいい日はそれを楽し
めることにも気づきました。変幻自在な夫の
変身ぶりに併せる気力、体力、知力…この三
者をキープすべく、日夜頭をひねり、行きつ
いたところは、やっぱり笑いと歌を忘れず
に！でした。どんな時も優しさは最高の良薬
ですね。枯渇しないよう自身もチャージしな
がらです。

今からのスタートです
●岩手県　Ｆさん　40歳代　女性

80歳代の母は、昨年末ごろから認知症を疑
う症状があります。今後を考えて早めにと思
い、介護認定を申請しましたが、調査をして
もらった直後から、物忘れや新しいことを覚
えられなくなったり、現金の管理が難しくな
ってしまいました。それに加え、腰痛で食事
の支度もできなくなり、本人も内心苦しいと
思います。子どもは私しかおらず、遠方に暮
らすため、通うのも大変な日々。そんな私を
見かねて叔母がいろいろ力になってくれた
際、「家族の会」を教えてくれました。今か
らのスタートです。

見聞を広げ、仕事にも役立てたい
●岐阜県　Ｇさん　20歳代　男性

認知症の方やそのご家族のナマの声を聞
き、介護職として見聞を広げていきたいと思
い、「家族の会」に入会しました。
母も70歳となり、いつか認知症になるかも
しれないと思うので、自分の今後の介護にも
役立てたいと思います。
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